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前回の復習	


言語の入力と出力	


ＩＴ教育ネットワーク論特論Ａ	




　音声の入出力（すこしだけ）	


音声のデジタル表現（標本化と量子化）	


音の波形	

（空気の	

圧力変化）	


標本化（sampling）	

　一定の時間間隔で実数値列へ　	


量子化（quantization）	

　実数値をデジタルへ　	




　音声の入出力（すこしだけ）	


音声認識（音声⇒テキスト）	


音声信号	


t o: h o k u d a i g a kh 

音響モデル	


音素列	

音韻列	


言語モデル	


とー ほ く だい が く 

単語列	

テキスト	


東北 大学 
東北大学 

Audacity（フリーソフト）を使用	




　音声の入出力（すこしだけ）　　　使える音声認識システム	


Julius：連続音声認識エンジン	


	
PC上で数万単語の連続音声認識を実時間で実行	

	
フリーソフト（京都大学ほか）	

	
ウインドウズ，Unix，Mac など	

	
　　（試用する場合は「ディクテーションキット」がよい）	

	
音響モデル・言語モデルを差し替え/カスタマイズ可能	

	
　　（口語や他言語への適応が可能）	


音声認識の精度を上げるコツ	

	
アナウンサーのように喋る	

	
　　（ハッキリと，一定の強さ・速さで）	

	
よいマイクを使う	

	
　　（音響モデルの構築時に使ったマイクがベスト）	




　文字と文字コード	


文字の情報処理	


（すべて16進数）	


　　JIS :　3e 2e 45 68　 
　　SJIS:　8f ac 93 88 
　　EUC :　be ae c5 e8 
　　UTF8: e5 b0 8f e5 b6 8b 
（Ｕｎｉｃｏｄｅ）	


日本語を表現する方式が複数ある	

　　（だから〈文字化け〉が起こる・・・）	


日本語の場合，「小嶋」はつぎのようなバイト列になる・・・	




　文字と文字コード	


ＩＳＯ-１０６４６ （１９９１） ＝ ＪＩＳ Ｘ ０２２１ （１９９５） 	

　　Ｗｉｎｄｏｗｓ-ＸＰ，Ｍａｃ ＯＳ Ｘ，Ｊａｖａ，ＸＭＬ（ＸＨＴＭＬ） などの標準に・・・	


文字集合 ＵＣＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｃｏｄｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ）	

　　ＵＣＳ-２ : 世界中の文字を１６ビットで表現しようしているが，　	

　　ＵＣＳ-４ : ３２ビット化しようとする動きもある．	


符号化方式は ＵＴＦ-８ （ＵＣＳ Ｔｒａｎｓｆｅｒｒｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ） が標準に・・・ 
0xxxxxxx （ＡＳＣＩＩ はそのまま）　   
110xxxxx 10xxxxxx  

 1110xxxx 10xxxxxx 10xxxxxx   
11110xxx 10xxxxxx 10xxxxxx 10xxxxxx   
111110xx 10xxxxxx 10xxxxxx 10xxxxxx 10xxxxxx  
1111110x 10xxxxxx 10xxxxxx 10xxxxxx 10xxxxxx 10xxxxxx  

Ｕｎｉｃｏｄｅ⇔ＪＩＳ の相互変換には変換表が必要！	


（日本語・韓国語・中国語は３バイト）	


ＯＳ内部ではＵＴＦ-１６も使われる	

（１６ビット）　　	


（欧州諸字は２バイト）	


ユニコード（Unicode）	




　文字と文字コード	


    იგი Unicode-ის ენაზე ლაპარაკობს. 
    ن�د�م�ا� ي�ر�ي�د�ا�ل�ع�ا�ل�م� أ�ن� ي�ت�ك�ل�م٬�ّ، ف�ه�و� ي�ت�ح�د�ّث� ب�ل�غ�ة� ي�و�ن�ي�ك�و�د�
Når verda ønskjer å snakke, talar ho Unicode. 	


世界のあらゆる文字を登録し，統一的な処理を可能にする．	


Ｕｎｉｃｏｄｅ が世界標準になりつつあるが，	

まだ整理のつかない問題も多い・・・	


	
符号化効率の不公平さ　	

	
ＣＪＫ漢字の 「Ｈａｎ ｕｎｉｆｉｃａｔｉｏｎ」 ・・・ 「骨」と「骨」　	


	
ツギハギ ⇒ ソートしづらい　	


ユニコード（Unicode）	




　文字の統計学	


文字はいくつあるか？	


英語： 	
アルファベット ・・・ ２６字	


日本語：	
ひらがな ・・・ ４６字，４８字（∋ゐ・ゑ），７３字（が・ざ・だ・ば・ぱ）	

	
カタカナ	
  ・・・ ４６字，４８字（∋ヰ・ヱ），７３字（ガ・ザ・ダ・バ・パ）	


韓国語：	
ハングルは理論上 １１,１７２字	

	
ＫＳＣ５６０１のハングル（２,３５０字）で日常の９９％以上	


漢字 ・・・・・・ 教育漢字（１,００６字） ⊂ 常用漢字（１,９４５字）	

　　　　　　　　　⊂ ＪＩＳ Ｘ ０２０８ 第１（２,９６５字）＋第２（３,３９０字）	

　　　　　　　　　⊂ 諸橋轍次「大漢和辞典」（約５０,０００字）	


（１９５５～１９６０）　	


中国語：	
簡体字（电气）は ２,２３５字．「漢語大字典」（約５６,０００字）	

	
ＧＢ２３１２-８０ ＝ 第１（３,７５５字）＋第２（３,００８字）	

	
歴史を遡れば「康熙字典」（1716年；約４９,０００字）	


（１９８６～１９９０）	




単語（語彙）はいくつある？	


日本語：	
「日本国語大辞典」（小学館），約 ４５０,０００語	


英語： 	
「Ｏｘｆｏｒｄ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ」，約 ６１６,５００語 	


中国語：	
「漢語大詞典」，約 ３７０,０００語	


（頻度１が ４５.２％，頻度２が １６.５％）	


国立国語研究所「現代雑誌九十種の用語用字」	


　　　異なり単語は ３９,９３０個 （のべ４３８,０００語の調査から）　	


日常的な単語（語彙）はいくつある？	


日常的には比較的少数（数万語）の語彙で十分	


　文字と単語の統計学	




１０００語	
 ２０００語	
 ３０００語	
 ４０００語	
 ５０００語	


６０.５％	
日本語	
 ７０.０％	
 ７５.３％	
 Ｎ/Ａ	
 ８１.７％	


８０.５％	
英語	
 ８６.６％	
 ９０.０％	
 ９２.２％	
 ９３.５％	


８３.５％	
フランス語	
 ８９.４％	
 ９２.８％	
 ９４.７％	
 ９６.０％	


日本語は国立国語研究所「現代雑誌九十種の用語用字」による．	

英語・フランス語はモスクワ国立言語研究所の調査による．	


日英仏の比較	


１００	


８０	


６０	


４０	


２０	


０	

０	
 ２０００	
 ４０００	
 ６０００	
 ８０００	
語彙数	


カ
バ
ー
率
（
％
）
	


２０００語⇒７８％	

５０００語⇒８８％	


語彙数とカバー率	


英語（ＬＯＢコーパス）	


総語数（トークン数）：	

     １,００６,８１５	


総語彙数（タイプ数）：　	

　　　　　４７,８８８	


単語（語彙）はいくつ使われているか	


　文字と単語の統計学	




前回の補足	


Zipf の法則	


ＩＴ教育ネットワーク論特論Ａ	




ｔｈｅ 	
　　　　１ × ０．０６８８７ ＝ ０．０６８８７	

ｏｆ 	
　　　　２ × ０．０３５８４ ＝ ０．０７１６８	

ａｎｄ 	
　　　　３ × ０．０２８４０ ＝ ０．０８５２０	

ｔｏ 	
　　　　４ × ０．０２５７４ ＝ ０．１０２９４	

ａ 	
　　　　５ × ０．０２３００ ＝ ０．１１５００	


ｈｅ 	
　　　１０ × ０．００９３９ ＝ ０．０９３９０	

Ｉ 	
　　　２０ × ０．００５１０ ＝ ０．１０２００	

ｉｆ 	
　　　５０ × ０．００２１６ ＝ ０．１０８００	

ｄｏｗｎ 	
　　１００ × ０．０００８８ ＝ ０．０８８００	

ｔｏｏｋ 	
　　２００ × ０．０００４２ ＝ ０．０８４００	

ｆｉｎａｌｌｙ 	
　　５００ × ０．０００１９ ＝ ０．０９５００	

ｃｕｒｒｅｎｔ　　１０００ × ０．０００１０ ＝ ０．１００００	


Ｂｒｏｗｎ	

Ｃｏｒｐｕｓ	

（１００万語）	

で計算	


Ｚｉｐｆ の法則 ＝ 「頻度順位×出現確率 ≒ 一定」という経験則	

ジップ	


　文字と単語の統計学	


単語（語彙）はいくつ使われているか	




ｌｏ
ｇ
（
出
現
確
率
）
	


ｌｏｇ（頻度順位）	


ｔｈｅ 	
　　１ × ０．０６８８７ ＝ ０．０６８８７	

ｏｆ 	
　　２ × ０．０３５８４ ＝ ０．０７１６８	


ａｎｄ 	
　　３ × ０．０２８４０ ＝ ０．０８５２０	

ｔｏ 	
　　４ × ０．０２５７４ ＝ ０．１０２９４	


ａ 	
　　５ × ０．０２３００ ＝ ０．１１５００	


ｈｅ 	
　１０ × ０．００９３９ ＝ ０．０９３９０	


Ｉ 	
　２０ × ０．００５１０ ＝ ０．１０２００	

ｉｆ 	
　５０ × ０．００２１６ ＝ ０．１０８００	

ｄｏｗｎ 	
１００ × ０．０００８８ ＝ ０．０８８００	


ｔｏｏｋ 	
２００ × ０．０００４２ ＝ ０．０８４００	

ｆｉｎａｌｌｙ 	
５００ × ０．０００１９ ＝ ０．０９５００	


ｃｕｒｒｅｎｔ 	
　 １Ｋ × ０．０００１０ ＝ ０．１００００	


Ｚｉｐｆ の法則は多方面に当てはまる （らしい）	

　　　ウェブページのアクセス数/リンク数，都市の人口，　	

　　　商品の売り上げ，日本人の苗字，などなど．	


佐藤，鈴木，田中，高橋，渡辺，伊藤，・・・	


Ｚｉｐｆ の法則 ＝ 「頻度順位×出現確率 ≒ 一定」という経験則	

ジップ	


　文字と単語の統計学	


単語（語彙）はいくつ使われているか	




言語の入力と出力（２）	


形態素解析と構文解析	


ＩＴ教育ネットワーク論特論Ａ	




　形態素解析        morphological analysis	


　形態素解析とは何か	


文章を形態素（＝単語）に分割し，辞書項目と対応づける．	


まずい	
 朝食	
 を	
 食べ	
 させ	
 られ	
 た	


形容詞	

「まずい」	

〈tasteless〉	


一般名詞 	

「ちょうしょく」 	

〈breakfast〉 	


格助詞	

「を」 
〈OBJ〉	


動詞語幹	

「たべる」	

下一連用形	


〈eat〉	


助動詞	

「させ」	

連用形	


〈CAUSE〉	


助動詞	

「られ」	

連用形	


〈PASSIVE〉	


助動詞	

「た」	

終止形	


〈PAST〉	


「まずい朝食を食べさせられた」	


文章	
 単語	
 単語	
 単語	
 単語	
 単語	
 単語	


辞書	

項目	


辞書	

項目	


辞書	

項目	


辞書	

項目	


辞書	

項目	


辞書	

項目	




　形態素解析	


　形態素への分割は，じつは難しい．．．	


　　　欧文（英語など）場合，すでに「わかち書き」されているため	

　　　　　語尾変化や不規則動詞に対応すればよい．	


日本語の場合	

　　辞書を引くだけでは	

　　済まされない	


くるまではまった	


来る	
 まで	
 は	
 待った	


車で	
 は	
 待った	


車で	
 ハマった	


…	


繰る	
 舞った	
間	
出	
歯	


尤もらしい（常識的な）結果 を選択しなければならない！	

もっと	


単語の切りかた	

単語の繋げかた	




単語（品詞）の出現頻度を吟味する	


大学生協	
 大学	
 生協	
 大学生	
 協	
＞	
 学生	
 協	
大	
＞	


単語（品詞）の接続可能性を吟味する	


動詞/未然	
 助動詞/連用タ	
 終助詞	
助動詞/基本	
 文末	


食べられ	
 なかっ	
 た	
 ね	
 。	


（動詞）来る	
 （副助詞）まで	
 （係助詞）は	
 （助動詞）た	
（動詞）待っ	


（名詞）車	
 （格助詞）で	
 （動詞）ハマっ 	
 （助動詞）た	


辞書を引く	
 くるまではまった	


　形態素解析	


　日本語の形態素への分割はどうすればよいか．．．	




単語分割 ＋ 頻度チェック ＋ 接続チェック の同時進行	


くる（来る）	


くるま（車）	


ま（間）	


で	


まで	
 は	
 まった（待った）	


はまった（ハマった）	


（動詞）	
 （副助詞）	
 （係助詞）	
 （動詞＋助動詞）	


（名詞）	


（名詞）	


（動詞＋助動詞）	


まった（舞った）	


（格助詞）	


（動詞＋助動詞）	


では	

（接続詞）	


くるまではまった	
 ラティス構造	


　形態素解析	


　日本語の形態素解析	




接続可能性	

　テーブル	
 名詞	


助詞	


形容詞	


副詞	


助動詞	


動詞	


名詞	
 助詞	
 形容詞	
 副詞	
 助動詞	
 動詞	
前	
 後	


前⇒後	

の可能性	


尤もらしい接続のしかたを選ぶ方法	


　　　形態素数/文節数の最小化 （最長一致法）　	

　　　接続コストの最小化　（接続確率の最大化）	


もっと	


　形態素解析	


　接続チェックは「テーブル」で	




くる（来る）	


くるま（車）	


ま（間）	


で	


まで	
 は	
 まった（待った）	


はまった（ハマった）	


（動詞）	
 （副助詞）	
 （係助詞）	
 （動詞＋助動詞）	


（名詞）	


（名詞）	


（動詞＋助動詞）	


まった（舞った）	


（格助詞）	


（動詞＋助動詞）	


では	

（接続詞）	


接続コストが最小になる経路を見つける	


5	


5	


10	


20 	


5	
 10	


5	


5	


5	


5	


5	


10	


10	


30	


10	
 20	


10	


10	


状態遷移（矢印）にコストをつける （← 接続頻度や接続確率）	


スタート　　からゴール　　までの最小コスト経路を見つける！	


　形態素解析	


　形態素解析は「分割＋チェック」というよりも「最適化」	




工藤拓氏＋ＮＴＴ・ＣＳ研による研究用のフリーソフト	

　　Unix (Linux 等), Mac OS X, Windows などで動作．	


%	
 mecab	
 
車で大学まで来ます	
 
車	
 	
 	
 	
 	
 	
 名詞,一般,*,*,*,*,車,クルマ,クルマ	
 
で	
 	
 	
 	
 	
 	
 助詞,格助詞,一般,*,*,*,で,デ,デ	
 
大学	
 	
 	
 	
 名詞,一般,*,*,*,*,大学,ダイガク,ダイガク	
 
まで	
 	
 	
 	
 助詞,副助詞,*,*,*,*,まで,マデ,マデ	
 
来	
 	
 	
 	
 	
 	
 動詞,自立,*,*,カ変・来ル,連用形,来る,キ,キ	
 
ます	
 	
 	
 	
 助動詞,*,*,*,特殊・マス,基本形,ます,マス,マス	
 
EOS	
 

（ここで実演します）	
 

　形態素解析	


　形態素解析エンジン ＭｅＣａｂ （和布蕪）	

	
 	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めかぶ	




ライブラリ（ＡＰＩ）を組み込む　 ・・・ ＭｅＣａｂ の場合	


ＭｅＣａｂ オブジェクト	


ｉｎｐｕｔ を解析	


リソース解放	


ｍｃｃｔｅｓｔ1.ｃ	
#include <mecab.h> 
#include <stdio.h> 

int main (int argc, char **argv)  
{ 
    mecab_t  *mecab;     
    char *input = “私は新幹線で学会の準備をしています"; 
    const char  *res_str; 

    mecab = mecab_new(argc, argv); 
    res_str = mecab_sparse_tostr(mecab, input);   
    printf("%s\n", input); 
    printf("%s\n", res_str); 
    mecab_destroy(mecab); 
} 

　形態素解析	


　プログラムから MeCab を利用するには	




ライブラリ（ＡＰＩ）を組み込む　 ・・・ ＭｅＣａｂ の場合	


ライブラリ組み込み	

（ｌｉｂｍｅｃａｂ）	


% cc mcctest1.c –o mcctest1 –lmecab 
% mcctest1 
私は新幹線で学会の準備をしています	
 
私	
 	
 	
 	
 	
 	
 名詞,代名詞,一般,*,*,*,私,ワタシ,ワタシ	
 

は	
 	
 	
 	
 	
 	
 助詞,係助詞,*,*,*,*,は,ハ,ワ	
 
新幹線	
 	
 名詞,一般,*,*,*,*,新幹線,シンカンセン,シンカンセン	
 
で	
 	
 	
 	
 	
 	
 助詞,格助詞,一般,*,*,*,で,デ,デ	
 
学会	
 	
 	
 	
 名詞,一般,*,*,*,*,学会,ガッカイ,ガッカイ	
 
の	
 	
 	
 	
 	
 	
 助詞,連体化,*,*,*,*,の,ノ,ノ	
 

準備	
 	
 	
 	
 名詞,サ変接続,*,*,*,*,準備,ジュンビ,ジュンビ	
 
を	
 	
 	
 	
 	
 	
 助詞,格助詞,一般,*,*,*,を,ヲ,ヲ	
 
し	
 	
 	
 	
 	
 	
 動詞,自立,*,*,サ変・スル,連用形,する,シ,シ	
 
て	
 	
 	
 	
 	
 	
 助詞,接続助詞,*,*,*,*,て,テ,テ	
 
い	
 	
 	
 	
 	
 	
 動詞,非自立,*,*,一段,連用形,いる,イ,イ	
 

ます	
 	
 	
 	
 助動詞,*,*,*,特殊・マス,基本形,ます,マス,マス	
 
EOS	
 

　形態素解析	


　プログラム（C言語）から MeCab を利用するには	




バインディングを組み込む　 ・・・ ＭｅＣａｂ の場合	


結果は文字列として返る	


Ｊａｖａ，Ｐｙｔｈｏｎ，Ｒｕｂｙ についてもほぼ同様！	


オマジナイ	
#!/usr/bin/perl 

use MeCab; 
$mecab = new MeCab::Tagger(“”);　　# “起動オプション” 

$input  = “新幹線でビールを飲みます”; 
$tagged = $mecab->parse($input); 

printf(“入力文: $input\n”); 
printf(“$tagged\n”); 

　形態素解析	


　スクリプト言語（Perl）から MeCab を利用するには	




〈文の意味〉 ≠     〈単語/文節の意味〉	
∑	

？	


∑	
〈文の意味〉 ＝     〈単語/文節の意味〉 ＋ 〈文の構造〉	


S	


NP	
 VP	


NP	
N	


N	
Art	
 P	


PP	
V	


NP	


N	
Art	


I  saw  a  man  with  a  telescope.	


黒い	
瞳の	
大きな	
女の子	


Ｉ ｓａｗ ａ ｍａｎ 	

ｗｉｔｈ ａ ｔｅｌｅｓｃｏｐｅ.	


黒い瞳の	

大きな女の子	


　構文解析	


　構文解析とは何か？	


　Ｓ　　→　ＮＰ　ＶＰ	

　ＮＰ　→　（Ａｒｔ）　Ｎ　（ＰＰ）	

　ＶＰ　→　Ｖ　（ＮＰ）　（ＰＰ）	


　ＰＰ　→　Ｐ　ＮＰ	


　形容詞＋名詞 ⇒ 名詞２	

　名詞   ＋ の   ⇒ 形容詞	

　名詞２ ＋ の   ⇒ 名詞	


　〈係り受けは交差しない〉	


文法	
文法	
文法	
文法	
文法	
文法	
文法	
文法	
文法	
文法	
文法	
文法	
文法	
文法	




　構文解析　　　　syntactic analysis	


　構文解析とは何か？	


日本語の場合： 文節列について〈係り受け構造〉をつくること	


黒い	
瞳の	
大きな	
女の子	


黒い	
瞳の	
大きな	
女の子	
 黒い	
瞳の	
大きな	
女の子	


文節 ＝ 意味と発音の点から文を自然に区切った最小単位	


　　〈文節〉 → 〈接頭辞〉* 〈自立語〉+ 〈接尾辞・助詞・助動詞〉*　	


仙台/駅前/で	


お/弁当/を 	

買い/ます/か 	




文節間の〈係り受け〉の解析　は　難しい…	


日本の　コンピュータの　研究	


彼が　開いた　ページを　読んだ	


母と　子の　会話と　父と　子の　会話の　記録	


連続した	

連体修飾	


格要素と述語	

の対応づけ	


並列構造	


　構文解析	


　　〈係り受け構造〉はどのようにつくればよいか？	




・ 係り受けは交差しない	


　　　例外） 彼女が 僕は 美しいと 思う．　	


言語には暗黙のルールがある	


・ 意味的に係り受け可能な（近い）文節に係る	


　　　東北大の 通信の 研究　/　東北大の 学生の 研究 （？）　	


　　　コーヒーを 歩きながら 飲んだ　/　一番町を 歩きながら ・・・ 	

・ 並列構造は反復や意味的な類似性から捉える	


　　　友人と 物理と 数学を 勉強する / 英語と 物理と 数学を ・・・ 	


　構文解析	


　 〈係り受け構造〉はどのようにつくればよいか？	




文節間の〈係り受け〉の解析	


私は　朝の　新幹線で　学会の　準備を　 しました	


　　私は---------D	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 朝の-D	
 	
 	
 	
 	
 ¦	
 
	
 	
 	
 	
 新幹線で-----D	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 学会の-D	
 ¦	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 準備を-D	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 しました	
 

CaboCha の出力	

〈名詞〉＋「の」 → 〈名詞〉	

〈名詞〉＋「と」  → 〈名詞〉	


〈名詞〉＋「が」 → 〈述語〉	

〈名詞〉＋「を」 → 〈述語〉	

〈名詞〉＋「で」 → 〈述語〉	


呍
呍
呍	


呍
呍
呍	


依存文法	


　構文解析	


　　〈係り受け構造〉はどのようにつくればよいか？	




ＣａｂｏＣｈａ/南瓜（フリーソフト；Unix/Mac/Windows）	


　　　　工藤 拓 氏（奈良先端大→Google）　	

　　　　形態素解析は MeCab が担当　	


unix> cabocha 
私は朝の新幹線で学会の準備をしました	
 
　　私は---------D	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 朝の-D	
 	
 	
 	
 	
 ¦	
 
	
 	
 	
 	
 新幹線で-----D	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 学会の-D	
 ¦	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 準備を-D	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 しました	
 
EOS 

コーパスから	

統計的学習により	

抽出した規則	


　構文解析	


　簡単に使える構文解析ソフトがあります．	




文節０	


文節１	


文節２	


文節３	


文節４	


文節５	


*	
 0	
 5D	
 0/1	
 0.000000	
 
私	
 	
 	
 	
 	
 	
 名詞,代名詞,一般,*,*,*,私,ワタシ,ワタシ	
 O	
 
は	
 	
 	
 	
 	
 	
 助詞,係助詞,*,*,*,*,は,ハ,ワ	
 	
 	
 	
 O	
 
*	
 1	
 2D	
 0/1	
 1.683670	
 
朝	
 	
 	
 	
 	
 	
 名詞,副詞可能,*,*,*,*,朝,アサ,アサ	
 	
 	
 	
 	
 	
 O	
 
の	
 	
 	
 	
 	
 	
 助詞,連体化,*,*,*,*,の,ノ,ノ	
 	
 	
 	
 O	
 
*	
 2	
 5D	
 0/1	
 0.000000	
 
新幹線	
 	
 名詞,一般,*,*,*,*,新幹線,シンカンセン,シンカンセン	
 	
 	
 	
 	
 	
 O	
 
で	
 	
 	
 	
 	
 	
 助詞,格助詞,一般,*,*,*,で,デ,デ	
 O	
 
*	
 3	
 4D	
 0/1	
 1.649081	
 
学会	
 	
 	
 	
 名詞,一般,*,*,*,*,学会,ガッカイ,ガッカイ	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 O	
 
の	
 	
 	
 	
 	
 	
 助詞,連体化,*,*,*,*,の,ノ,ノ	
 	
 	
 	
 O	
 
*	
 4	
 5D	
 0/1	
 0.000000	
 
準備	
 	
 	
 	
 名詞,サ変接続,*,*,*,*,準備,ジュンビ,ジュンビ	
 	
 	
 	
 O	
 
を	
 	
 	
 	
 	
 	
 助詞,格助詞,一般,*,*,*,を,ヲ,ヲ	
 O	
 
*	
 5	
 -1D	
 0/2	
 0.000000	
 
し	
 	
 	
 	
 	
 	
 動詞,自立,*,*,サ変・スル,連用形,する,シ,シ	
 	
 	
 	
 	
 	
 O	
 
まし	
 	
 	
 	
 助動詞,*,*,*,特殊・マス,連用形,ます,マシ,マシ	
 	
 	
 O	
 
た	
 	
 	
 	
 	
 	
 助動詞,*,*,*,特殊・タ,基本形,た,タ,タ	
 	
 	
 O	
 
EOS	
 

user>	 cabocha	 –f1


私は朝の新幹線で学会の準備をしました



　構文解析	


　CaboCha による係り受け構造解析例	




<sentence> 
 <chunk id="0" link="4" rel="D" score="0.000000" head="0" func="1"> 
  <tok id="0" feature="名詞,代名詞,一般,*,*,*,私,ワタシ,ワタシ" ne="O">私</tok> 
  <tok id="1" feature="助詞,係助詞,*,*,*,*,は,ハ,ワ" ne="O">は</tok> 
 </chunk> 
 <chunk id="1" link="4" rel="D" score="0.000000" head="2" func="3"> 
  <tok id="2" feature="名詞,一般,*,*,*,*,新幹線,シンカンセン,シンカンセン" ne="O">新幹線</tok> 
  <tok id="3" feature="助詞,格助詞,一般,*,*,*,で,デ,デ" ne="O">で</tok> 
 </chunk> 
 <chunk id="2" link="3" rel="D" score="1.649081" head="4" func="5"> 
  <tok id="4" feature="名詞,一般,*,*,*,*,学会,ガッカイ,ガッカイ" ne="O">学会</tok> 
  <tok id="5" feature="助詞,連体化,*,*,*,*,の,ノ,ノ" ne="O">の</tok> 
 </chunk> 
 <chunk id="3" link="4" rel="D" score="0.000000" head="6" func="7"> 
  <tok id="6" feature="名詞,サ変接続,*,*,*,*,準備,ジュンビ,ジュンビ" ne="O">準備</tok> 
  <tok id="7" feature="助詞,格助詞,一般,*,*,*,を,ヲ,ヲ" ne="O">を</tok> 
 </chunk> 
 <chunk id="4" link="-1" rel="D" score="0.000000" head="8" func="10"> 
  <tok id="8" feature="動詞,自立,*,*,サ変・スル,連用形,する,シ,シ" ne="O">し</tok> 
  <tok id="9" feature="助動詞,*,*,*,特殊・マス,連用形,ます,マシ,マシ" ne="O">まし</tok> 
  <tok id="10" feature="助動詞,*,*,*,特殊・タ,基本形,た,タ,タ" ne="O">た</tok> 
 </chunk> 
</sentence> 

unix> cabocha –f3 
朝の新幹線で学会の準備をしました ＸＭＬ形式で出力	


　構文解析	


　CaboCha による係り受け構造解析例	




　ま　と　め	


まずい	
 朝食	
 を	
 食べ	
 させ	
 られ	
 た	


形容詞	

「まずい」	

〈tasteless〉	


一般名詞 	

「ちょうしょく」 	

〈breakfast〉 	


格助詞	

「を」 
〈OBJ〉	


動詞語幹	

「たべる」	

下一連用形	


〈eat〉	


助動詞	

「させ」	

連用形	


〈CAUSE〉	


助動詞	

「られ」	

連用形	


〈PASSIVE〉	


助動詞	

「た」	

終止形	


〈PAST〉	


形態素解析 ＝ 単語分割＋辞書項目との対応づけ	


構文解析 ＝ 文節間の〈係り受け〉の解析	


私は　朝の　新幹線で　学会の　準備を　 しました	


MeCab / CaboCha のような解析ツールを活用！	




次回は 7月13日	


以上ですが…	


http://www.myu.ac.jp/~xkozima/course/in-itnet.html!


